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多良間方言の系譜

一多良間方言を歴史方言学的観点からみる－

かりまたしげひさ＊

1．これまでの多良間方言の位置づけ

多良間方言（多良間村塩川、仲筋、水納の３集落の方言の総称）は、ほとんどの研究者

によって宮古諸方言の下位方言として位置づけられてきた。ふるくは與儀達敏1934「宮古

島方言研究｣、最近では上村幸雄1992「琉球列島の言語（総説)」でも、多良間方言は宮古

方言の下位方言のひとつとして区分されている。中本正智1984「琉球方言の区画」でも多

良間方言はつぎのように宮古方言の下位方言のひとつに区分されている。

しかし、ほとんどの研究者がどういう基準をたてて、多良間方言を宮古諸方言の下位方

言に区分するのか明示していない。たしかに、これまでの調査で宮古諸方言と多良間方言

に共通にみられる現象も存在するが､多良間方言には宮古諸方言とはちがう現象がみられ、

そのなかには八重山諸方言と共通するものがある。上村1992も多良間方言を宮古諸方言に

下位区分しながら、多良間方言が「宮古本島から一番はなれて、八重山方言にもっとも距

離的に近く、方言的にも、八重山方言と類似点」がみられるとのべている。上村1992のい

う多良間方言の八重山諸方言に類似する特徴とはどんなものだろう。

多良間島は宮古島と石垣島の中間より石垣島よりに位置する。石垣島は山がたかく、距

離的にもすこし近いために多良間島からはっきりと見えるし、平久保半島からも多良間島

は見える。宮古島は距離的にも遠いうえに島が平らで、宮古島からは見えない。多良間島

からは天気がよくて水平線がはっきりしているとき、見えることがあるらしいが、石垣島
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の見え方とは比較にならない。この地理的な条件のちがいは方言に影響を与えていないだ

ろうか。それとも、多良間の人びとが稲作のために石垣島にわたり、平久保半島の東岸で
耕作したといわれる（そこを「多良間田」とよぶそうだ）が、それが方言に影響をあたえ
ていないのだろうか。多良間は近世において八重山と宮古の海上交通の要衝であったが、
そんな影響もあるのだろうか。多良間方言の八重山諸方言に類似する特徴は、いかなる理
由から生じたのだろう。

上村幸雄1990は、宮古諸方言と八重山諸方言のちがいをつぎのようにのべている。

この方言（八重山方言）も、宮古方言の／’／、したがって、標準語の／ｉ／に対応する舌先的な
母音音素をもつ点で、宮古方言と共通し、北グループの諸方言と異なる。しかし、宮古方言のように
は､豊かな閉音節構造､音節主音的子音を発達させていない｡そして､八重山方言の舌先的な母音は、
宮古方言の／１／が同方言の摩擦音の子音音素／ｓ／／ｚ／と同一の調音位置､同様のせばめをもっ
てつくられ､調音的も子音的であるのに対して、八重山方言のそれは、子音とのわたりに摩擦音〔ｓ〕
〔ｚ〕が挿入されることはあっても多くの方言で宮古方言のそれに比して、調音的にも母音である。

上村1992によれば、宮古方言と八重山方言は、(1)豊かな閉音節構造、(2)音節主音的な
子音、(3)舌先母音の摩擦音のつよさを基準に区分することになる。

また、高橋俊三1999「八重山のアイデンティティーを求，めて」では八重山諸方言と宮古
諸方言のちがいをつぎのようにのべている。

八重山方言を宮古方言と比べると、①共通語のｅに対応する母音がｉになる傾向が強い。②「居る」
の語頭の子音ｂが脱落する方言がある。③動詞の終止形は「本土語の終止形十ン」の形をもつ方言が
多い。④形容詞の終止形は「語幹十サ＋有り（＋ン)」に対応する方言が多い。⑤四筒の方言を中心
にして、沖縄方言の影響を比較的多く受けているということなどが言える。

1’

高橋1999の①②の基準は音韻論的な特徴に関するもので、③④は文法的な特徴に関する
ものである。⑤の沖縄方言の影響がいかなるものかのべられていないので、詳しくはわか
らない。

音韻、文法、語彙などの言語的な特徴によって方言を区分したものを「方言区画」とい
う。その境界線は、海や山、川などの地理的な条件によってひかれることもあり、また、
ふるい時代の政治的な区分、あるいは、社会的な条件によってひかれることもある。多良
間方言を宮古八重山方言群のなかにいかに位置づけるべきか、発音（音韻)、文法、語彙の
観点からみてみたい。

1．発音（音韻）の観点から

1.1.閉音節構造
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閉音節構造とは音節を母音でおわらせないで、子音でおわらせるものをいう。標準語に

も子音おわりの音節はみられる。標準語のぱあい、音節を閉じる子音ははねる音（嬢音）

とつまる音（促音）にかぎられるが、宮古諸方言のばあい、つぎのように、音節を閉じる

位置にくる子音には〔ｍ〕〔ｐ〕〔ｖ〕〔ｆ〕〔ｓ〕（伊良部島長浜･佐和田の方言にだけ〔！〕）

があって、閉音節構造の単語が多くみられる。
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閉音節構造の単語は、たしかに多良間方言にも豊かにみられる。多良間方言のばあい、

そり舌の側面摩擦音〔！〕があって、この子音も閉音節をつくることができる。

慨、(神)、伽｡(蟹)､曲(海)､舌ｳａｕ(蛇)、穂！（鳥)､看るa！（針）
カン

多良間村仲筋方言

k③Ｎ(神)、ｋｏＮ(蟹)､魚(海)、ｐｏ夏（蛇)、湖ｉ（鳥)､Ｆａｉ(針）
カンカンボー

水糸内島方言
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ところが、平良市西原（池間島からの移住集落）方言は、標準語のようにつまる音、は

ねる音をもつものの、他の宮古諸方言のような閉音節構造を発達させていない。はじめか

ら存在しなかったというよりは後に退化させたと考えられる。西原方言の母体となった池

間島方言も閉音節構造をたもっているが、やはり退化させつつあるようだ。

！

k川(神)、ｋ川(蟹)、ｆｉｗ(海)、ｗｉ（鳥MHrai（針）
カンカン

八重山諸方言は、標準語のようなはねる音、つまる音をもつものの、上村幸雄1992がい

うように、宮古諸方言のような閉音節構造をゆたかに発達させていない。八重山諸方言も

池間島方言と同様に退化させた可能性がある。宮古諸方言が閉音節構造を発達させ、八重

山諸方言がそうでない傾向があるとしても、宮古諸方言と八重山諸方言を明確に区分する

ための決定的な指標にはなりえない。

1.2.音節主音的な母音と舌先母音

音節主音的な母音（syllabicconsonant）とは、調音（発音の方法）的には子音のよう

なせばめをつくるが、機能的には音節主音になって子音と結合して母音のようにふるまう

子音をいう。簡単にいうと、母音のように機能する子音である。子音のように機能する母

音を半母音（／ｊ／／ｗ／）というのに対して、半子音（semi-cOnsonant）ということが

ある。宮古諸方言のぱあい、この半子音とでもよぶべきものが発達している。
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ｂ１Ｚｂ１ｚｇａｓｓａ（くわずいも）
クふブイ

ｋｆｆｉ（作れ）
むツタ

ｍｔｔ＆（道は)､でソざｄｏ（鯨）

伊良部町佐和田方言

平良市大神島方言

城辺町保良方言

標準語のせま母音／ｉ／に対応してあらわれる宮古諸方言の舌先母音／’／(これまで

おおくの研究者によって中舌母音／ｆ／と誤認されてきた)は、「同方言の摩擦音の子音音
素／ｓ／／ｚ／と同一の調音位置、同様のせばめをもってつくられ、調音的にも子音的で
ある｣。舌先母音／１／の発音の方法は、摩擦音〔ｓ〕〔ｚ〕とおなじなのである。この母
音を脛〕〔zi〕と表記してきたのは、この摩擦音的な特徴をとらえたからである。摩擦音
〔ｓ〕〔ｚ〕が音節主音になって子音〔ｐ〕〔ｂ〕〔ｋ〕〔ｇ〕と結合し、母音として機能し
たものが舌先母音／’／であると言いなおすことが可能である。この現象をネフスキーは
〔ｐｓａｒａ〕平良、〔ｐｓｔｕ〕人と表記したりした。

そして、八重山諸方言の舌先母音／’／は宮古諸方言のそれに比べると、たしかに摩擦

がよわく、子音的な調音をしない。石垣方言や竹富島方言、鳩間島方言などでは舌先母音
そのものを退化させて、前舌せま母音／ｉ／に変化させている。しかし、新城島方言は舌
先母音の摩擦がつよく、宮古諸方言のそれにかなり近い。それゆえ、方言を耳にした印象
がかなり似ている。新城島の人は宮古の人にまちがえられ、宮古の人を新城島の人とまち
がえるそうだ。

一方で、宮古諸方言のなかの池間島方言は、舌先母音／’／の摩擦がよわくなって前舌
せま母音／ｉ／に変化しているし、大神島方言もまだ全体的な現象にはなっていないが、
舌先母音の摩擦はよわくなってきている。
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発音の観点からみると、たしかに、多良間方言は宮古諸方言に近い印象をうける。しか

し、これまでみてきたように、発音上の特徴は多良間方言を宮古諸方言の下位方言として

明確に区分することはできない。上村1992の示した、宮古諸方言と八重山諸方言のあいだ

にみられるちがいは、両方言のあいだの傾向性みたいなものをとらえてはいるとしても、
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明確な基準とはなりえないことが理解できたものとおもう。

２．文法の観点から

宮古諸方言、および八重山諸方言の文法に関する詳細な研究がまだ不十分な段階で結論

づけるのは性急かもしれないが､文法的な特徴について検討してみたい。

2.1.形容詞のぱあい

宮古諸方言の形容詞は連用形「高く」に「有り」が融合しているのに対して、八重山諸

方言、与那国方言の形容詞は「高さ」に「有り」に相当する形が融合していて、沖縄方言

と同じ系統の活用体系をもっている。与那国方言の形容詞は複雑に変化していて、わかり

にくくなっているが、八重山諸方言と同様に「高さ＋有り」であろう。そして、高橋1999

や、津波古敏子1983「多良間島の方言」がいうように、多良間方言の形容詞は、明らかに

八重山諸方言の系列に属する。形容詞の言い切りはタカシャーる［ｔａｋａＪａ二１］（高

い）のように－Ｊａｚｌ，沖縄・八重山方言と同じくサアリ＞系統の語形である。

鶴

！

甘い
アカマレ、

ａｍａｋａ
アズマカぃ

ａｄｚｌｍａ
アズマカレ、

ａｄｚｌｍａ
アズマシャる

ａｄｚｌｍａ
アマサーン

ａｌｎａｓａ

マーハーン

ｎｎａＺｈａ
アマハン．

ａｒｎａｈａ
アマハーン

ａｎｎａｈａ
アマン

ａｎｎａＮ

高い
タカカい

ｔａｋａｋａｌ
タカカイ

ｔａｋａｋａｉ
タカカレ、

ｔａｋａｋａｌ
タカシャーる

ｔａｋａＪａｚ１
タカサーン

ｔａｋａｓａＺＮ
タカハーン

ｔａｋａｈａＺＮ
タカハン

ｔａｋａｈａＮ
タカハン

ｔａｋａｈａＮ
タガン

ｔ`ａｇａＮ

強い
ツゥーカレ、

ｔｓｕＺｋａｌ
チューカイ

ｔＪｕＺｋａｉ
ツゥーカレ、

ｔｓｕ二ｋａｌ
チューシャーる

ｔＪｕＺＪａＺ１
ツゥーサーン

ｔｓｕＺｓａＺＮ

ツゥーハーン

ｔｓｕｚｈａＺＮ

スゥーサン

ｓｕＺｓａＮ

スゥーサーハン

ｓｕＺｓａＺｈａＮ
スゥサン

ｓｕｓａＮ

平良市下里

平良市池間

城辺町保良

多良間村塩川

石垣市石垣

竹富町小浜

竹富町黒島

竹富町波照間

与那国町祖納
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その点では中本正智1976でもつぎのようにのべていて、多良間方言の八重山諸方言との

共通のものであるとしている。中本1976のいう「八重山属領時代」の「影響」とはどうい

うことなのか、中本1976が何を根拠にそうのべているのか、それ以上の記述がみあたらな

いので、詳細は不明であるが、多良間方言の基層が八重山方言と共通するものであるとみ

ていたのであろう。

此のＪａｚＩはサアリ系に属するもので、多良間方言の特色となっている。宮古方言の中ではサア

リ系の終止形語尾をもっているのはこの多良間方言と水納方言だけであり、他の宮古方言はすべて

ｔａｋａｋａｒ（高い）のようなクアリ系を用いている。多良間方言のこのサアリ系は「八重山属領
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時代」の八重山方言の影響であるとも考えられる。

2.2.名詞の曲用

名詞に助詞がくっつくとき、形をかえること（名詞の語形変化）を曲用という。宮古諸
方言は、名詞に接続する格助辞一ｊｕ（標準語の「を」に相当）と、とりたて助辞一ｊａ
（標準語「は」に相当）は、名詞の末尾のフォネームのちがいに応じて特徴的な融合のし
かたをする。末尾になが母音があらわれる名詞に接続するとき（下の表の①）には本来の
形一ｊｕ、－ｊａがあらわれるが、みじか母音／ｉ／に接続するとき（②）には末尾の音
節と融合し、口蓋音化した音節（勘音節）があらわれる。末尾のみじか母音／ａ／に格助
辞一ｊｕが接続するとき（③）にはなが母音／ｏＺ／になり、とりたて助辞一ｊａが接続
するときにはなが母音／ａＺ／になる。みじか母音／ｕ／に格助辞一ｊｕが接続するとき
（④）にはなが母音／ｕＺ／になり、とりたて助辞一ｊａが接続するときには、なが母音
／ｏＺ／になる。舌先母音／’／に接続するとき（⑤⑥⑦）には半母音／ｊ／が摩擦音／
ｚ／／ｓ／に変化する。

はだか格
ミー

ｍｌＺ

マミ

ｍａｍｉ

パナ

ｐａｎａ
ムク

ｍｕｋｕ
トゥレ、

ｔｕｌ
サキす

ｓａｋｌ
ブギす

ｆｇｌ

格助辞一ｊｕ
ミーユ

ｍｌＺＪｕ
マミュー

ｍａｍＪｕニ
パノー

ｐａｎｏＺ
ムクー

ｍｕｋｕＺ
トウいズウ

ｔｕｌＺｕ

サキすスウ

ｓａｋｌｓｕ
ブギすズウ

ｆｇｌｚｕ

とりたて助辞
ミーヤ

ｍｌＺＪａ
マミャー

ｍａｍＪａＺ
パナー

ｐａｎａニ
ムコー

ｍｕｋｏニ
トウレ､ザ

ｔｕｌｚａ

サキすサ

ｓａｋｌｓａ
ブギすザ

ｆｇｌｚａ

目
豆
花
婿
鳥
先
釘

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

lｌ
１ｌ

ｌ

,【

'１ 平良市下里方言

それに対して、多良間島方言においては、舌先母音／’／と融合して石垣方言のように
前舌半せま母音／ＥＺ／があらわれる。

先先は
サキす

平良市下里ｓａｋ， 蓬ｷﾖ量鬮4＄・
サッサツサ

城辺町保良ｓａｔｓｌｓａｔｓ４ｓａ

多良間村仲筋迄百ｋｌｓａｋピニ
サけ_

サキィサけ－
石垣市石垣ｓａｋｌｓａｋＥＺ

竹富町波照間糊ｋｌ＆｡ｋビニ
サけ_

また、前舌せま母音／ｉ／が末尾にくる名詞のぱあいも、前舌半せま母音／ｅｚ／があ
らわれ、宮古諸方言とはことなり、八重山諸方言とおなじである。

－３２－
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豆は
マミャー

ｍａｍ」ａニ
マミャー

ｍａｍＪａＺ
マメー

ｍａｍｅニ

マメー

ｍａｍｅニ

マメー

ｍａｍｅＺ

・
１
・
１
・
１
・
１
・
１

兄
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

壷
、
歪
、
歪
、
歪
、
壹
、

平良市下里

城辺町保良

多良間村仲筋

石垣市石垣

竹富町波照間

多良間方言の「居る」の尊敬語は〔ｗａＺ１〕で、この動詞は補助動詞としても使用さ

れて〔ｎｕｍｉｗａＺ１〕「お飲みになる」という形の要素に|こなる。この〔ｗａｚ１〕は

石垣方言の尊敬動詞〔ｏＺｒｕＮ〕とともに、『おもろさうし』の尊敬動詞「おわる」にさ

かのぼるものである。それに対して、宮古諸方言の「居る」の尊敬語は〔ｕｒａｍａｌ〕

で、尊敬動詞をつくる補助動詞は〔－ｍａｌ／ｓａｍａｌ〕である。あきらかに多良間方

言や石垣方言などの尊敬動詞とはことなっている。

このように、文法的な観点からみてみると、多良間方言は八重山諸方言と共通の要素を

おおくもっているように見受けられる。一般に文法的な特徴は急激な変化をおこさないと

いわれている。多良間方言が八重山方言と共通するこれらの文法的な特徴も保守的で、ふ

るいものであろう。

３．「顔」は宮古一語彙の観点から－

語彙的にも、つぎの「砂糖黍」「虹」「蜻蛉」などの語形にみるように、多良間方言の語

形は八重山方言とおなじ系列の語形がみられる。この分布のしかたは、文法のばあいの分

布に似ている。宮古対八重山という対立のなかで、多良間方言が八重山諸方言側に属する

ことを示している。

蜻蛉（とんぼ）
ピーレ、

ｂｉＺ１
ピー

ｂｉＺ
ピーレ、

ｂｉＺ１
アケーズ

ａｋｅＺｄｚｌ
アケーズ

ａｋｅＺｄｚｌ
ケーズ

ｋｅｚｄｚ１
カケズ

ｋＱｋｅｄｚｌ
アーケーッツ

ａＺｋｅＺｔｔｓｌ
ハケーヅ

ｈｑｋｅＺｄｚｌ

虹
ティムパヴ

ｔｉｍｐａＶ
ティムパヴ

ｔｉｍｐａＶ
ティムパヴ

ｔｉｍｐａｕ
ヌヅ

ｎｕｄｚｌ
ヌヅ

ｎｕｄｚｌ
ヌヅ

ｎｕｄｚｌ
モーギィ

ｍｏＺｇｌ
オーナーズ

ｏＺｎａｚｄｚｌ
ムージ

ｍｕＺｄ３ｉ

砂糖黍
プーギす

ｂｕＺｇｚｌ
プーズ

ｂｕＺｄｚｌ
プーズ

ｂｕＺｄｚｌ
スッツア

ｓ４ｔｔｓａ
スッツア

ｓ４ｔｔｓａ
スッツァ

ｓ４ｔｔｓａ
スッツア

ｓ４ｔｔｓａ
シラ

Ｊｉｒａ
シンザ

Ｊｉｎｄｚａ

平良市下里

平良市池問

城辺町保良

多良間村塩川

多良間村仲筋

多良間村水納

石垣市石垣

竹富町竹富

竹富町黒島
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Ⅲ
川
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１
乢
肝
ｌ
映

蝋
競
匝
〉
》
イ
ヘ

蝉
・
ぷ
‐
・
踞
・
，
１
・
・
．
Ⅲ
ザ
！
．
‐
．

シンジヤ

Ｊｉｎｄ３ａ
モーキィ

ｍｏＺｋＹ
ヌーズン

ｎｕＺｄｚｒＮ
アミヌミャー

ａｍｌｎｕｍＪａ

アケーンツ

ａｋｅＺｎｔｓｌ
アヤズ

ａｊａｄｚｌ
アギダン

ａｇｉｄａＮ

竹富町小浜

竹富町波照間

与那国町祖納

アマスナ

ａｌｎａ

アマダ

ａｎｌａ

ｓ１ｎａ
｡Ｄ

ｄａ

しかし、つぎのように「顔」の分布にみられるように、多良間方言が宮古諸方言と共通

の語形であらわれるぱあいもある。「甘薯（サツマイモ)」「蓬」のように、一見すると多良

間方言が宮古諸方言と共通で、八重山諸方言とことなる語形であらわれているかのような
語形もある。「蓬」についてみてみると、宮古諸方言の語形は「灸草（やいとぐさ)」に対

応するもので、八重山諸方言の語形は沖縄方言の「フーチバー」系の語形である。宮古諸
方言の〔ｊａｔｓＵｕｓａ〕に対して八重山諸方言の〔のＵｔｓｌ〕が対立しているようにみ

える。しかし、石垣島方言の〔のP1ts4〕をあいだにはさんで、新城方言や波照間方言に

は宮古諸方言とおなじ系列の〔ｊａｔｓｕｆｕｔｓｌ〕〔ｊａｔａのｕｔｓ４〕があらわれている。
これは宮古諸方言の語形が飛び火したのだろうか。

似た分布をしめす「甘薯」についてみると、竹富島方言の〔Ｕｚ〕や黒島方言の〔ｕＵ〕
は宮古諸方言の〔ｍＺ〕に通ずるものである。石垣島方言などの〔ａｋｋｏＮ〕も宮良當
壯1930『八重山語彙』によると語源的には「赤芋」に由来し、語構成的には〔ａｋａ・ｕ

Ｎ〕であるとしている。もし、そうだとするなら、石垣方言の語形は、宮古諸方言にみら
れる語形〔ｍ二〕から派生した形ということになる。

まだ推測の域をでないが、つぎのようにいえそうである。「蓬」については宮古八重山方

言群全体にヤイトグサ系の語形が分布していた。そこに沖縄方言のフツ系の語形が宮古、
多良間を越えて、石垣方言を中心にした八重山諸方言にひろがっていったが、新城方言や
波照間方言（白保方言も含む）ではヤイトグサ系の語形が保存された。「甘薯」についても
宮古八重山方言群全体に「ウモ」系の語形がひろがっていたところに、八重山諸方言のな

かに「赤・芋」系の語形が派生してひろがっていったが、宮古諸方言、多良間方言、竹富
島方言、黒島方言ではそのまま「ウモ」系の語形が残ったとかんがえられる。これは、「サ
トウキビ」の語形にみられる宮古諸方言のヲギ系と八重山諸方言のスッツァ系のようなま
ったく異なる語形の対立とはことなっている。

１１１

'111

顔 蓬はもぎ）
ヤツゥヴサ

ｊａｔｓｕＶｓａ
ヤツウーサ

ｊａｔｓｕＺｓａ
ヤツヴサ

ｊａｔｓｕｕｓａ
ヤツゥウシャ

ｊａｔＳＰＬＵＪａ
ヤツウウシャ

ｊａｔｓｕｕＪａ
ヤトウフシャ

ｊａｔｕｌＪａ
フツ

のｕｔｓｌ

甘薯
ミパナ

Ｃ

ｍｌｐａｎａ
ミパナ

●

ｍｌｐａｎａ
ミパナ

ｍｌｐａｎａ
ミパナ

ｎｍ１ｐａｎａ
ミパナ

Ｃ

ｍｌｐａｎａ
ミパナ

●

ｍｌｐａｎａ
ウムティ

ｕｍｕｔｉ ＮＯ

ン
勺
Ｋ

肪恥岑川肪恥肪叩肪恥肪恥壺汕

平良市下里

平良市池間

城辺町保良

多良間村塩川

多良間村仲筋

多良間村水納

石垣市石垣
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騨噸.;''

ウムティ

ｕｍｕｔｉ

ムテイ

ｍｕｔｉ

ウムティ．

ｕｍｕｔｉ

プツウ

ＰＰＬｔＳＵ
フツ

①Ｖｌｔｓｌ
プチ

のｕｔＪｉ
ヤツフツ

ｊａｔｓｕｆｕｔｓｌ
ヤタフツ

ｊａｔａのｕｔｓ４
フチー

①ｕｔ３ｉＺ

ン－

，Ｚ
アコーン

ａｋｏＺＮ
ウン

ｕ□

竹富町竹富

竹富町小浜

竹富町黒島

竹富１町新城

竹富町波照間

与那国町祖納

アンガン

ａｎｇａＮ
アガン

ａｇａＮ

ムチ

ｎｌｕｔＪｉ
ウムティー

ｕｍｕｔ，ｉＺ

注）多良間村仲筋、水納島の調査では「顔」の解答として〔ｍｉｐａｎａ〕の他に〔ｕｍｕｔｉ〕とい

う報告もあった。

注）1999年10月２日に平良市でひらかれた学術シンポジウムの討論において、宮古方言でも「顔」を〔ｕ

ｍｕｔｉ〕ともいうとの教示を宮古郷士史研究会の佐渡山正吉さん(狩俣集落在住)からいただいた。

普段は〔ｍｉｐａｎａ〕というが、稀に〔ｕｍｕｔｉｎｕｆｆｕｍ〕（顔が黒ずむ）と言うことが

あるとのことであった。複合語や慣用句のなかに古形が保存されることがあるが、この例もそれに類

するものだろう。そうすると、〔ｍｉｐａｎａ〕は宮古諸方言で発生し、多良間方言にもつたわった

ということになる。そしてそれ以前には宮古、八重山の全域で〔ｕｍｕｔｉ〕系の語形があったもの

とおもわれる。

４鯨は哺乳動物である－多良間方言は八重山方言である－

生物に限らず、ありとあらゆる分野で分類という行為は行われている。なかでも、生物は現在に

いたるまで進化し続けているので､その進化の歴史を反映させた分類を行うべきだと考えられてい

る。生物が進化の過程でどのように分化していったかという歴史的過程を系統という。分類におい

ても系統を反映して、より近い過去の祖先を共有するものが、より低次の分類群としてまとまって

いなければならない。

（村上哲朗1995「分子系統学による植物分類｣）

うえの引用の「生物」を「言語（あるいは方言)」に置き換え、「進化」を「変化」にお

きかえることが可能であるとするならば、多良間方言の下位区分も系統を反映しておこな

わなければならない。多良間方言は現在にいたるまでどのような進化の過程を経、宮古諸

方言と八重山諸方言が分岐する過程でどのようにふるまったのであろう。先に検討した多

良間方言の特徴からつぎのようにまとめることができる。

多良間方言と八重山諸方言に共通する特徴は、おそらく、ふるい特徴で、両者が分岐す

る以前から共通にもっていたものである。その後、歴史が新しくなるほどに、多良間方言

は、宮古諸方言との接触が頻繁になるなかで、宮古諸方言（とりわけ平良方言）からの影

響をうけ、宮古諸方言との共通の特徴をもつようになったものと思われる。多良間方言が

宮古諸方言と共通で、八重山諸方言とは異なるようにみえる特徴、たとえば、発音の観点

からみた閉音節構造の単語の豊かさなどは、多良間方言が宮古諸方言にちかい印象をあた

えるが、こういった特徴はあたらしいものであろう。あるいは、「蓬」や「甘薯」の語形に

－３５－
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みられるようにかって宮古八重山方言群全体に共通してみられたが、八重山諸方言（特に
石垣方言）がその後に変化して、結果として宮古諸方言や多良間方言とことなるものにな
ったと推定される。

外からの(発音を聞いた)印象によると、多良間方言は宮古諸方言のようにもみえるが、
よりふるい特徴、すなわち、系統的な関係を重視すれば、多良間方言を八重山諸方言の下
位方言に位置づけるべきであろう｡宮古八重山方言群を下の表のように区分する案を示す。
この区分はあくまでも暫定的なもので、宮古八重山方言群のすべての下位方言を詳細、か
つ全面的に比較、検討するなかで、修正が必要になるだろう。

また、多良間方言をどう位置づけるかは、単に方言学上の問題だけではなく、考古学、
歴史学、民俗学などの周辺諸科学の成果にまなびながら、より多面的に検討する必要があ
ることはいうまでもない。

蕊

Ｉ
宮古八重山方言祖語

￣～
宮古方言祖語 八重山方言祖語

’
｜
Ｉ 宮古諸方言 八重山諸方言 与那国方言

宮
古
本
島
方

大
神
方

池
間
方

波
照
間
方
言

多
良
間
方
言

伊
良
部
方
言

西
表
方
言

黒
島
方
言

新
城
方
言

石
垣
島
方

竹
富
方
言

鳩
間
方
言

小
浜
方
言

F．戸

Ｆ．

ロ

注）与那国島方言の位置づけについても諸説あるが、ここでは仮の案を示した。その位置づけについても
今後の課題である｡．
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